
　パリ高等商科大学 (Ecole Supérieure de Commerce 
de Paris、略称 ESCP）は19世紀初めに設立され、商
学・経営学関係のグランド・ゼコールの中で最も古い
歴史をもつ大学ですが、たえず改革をくりかえし、今
日この分野の大学としてはトップクラスに位置づけら
れています。設置されている科目は、経営情報部門、
会計・企業管理部門、金融部門、ビジネス外国語・国
際コミュニケーション部門、マーケティング部門、法
律・経済・社会科学部門、人的資源管理・組織論部門
の７部門から非常に多岐にわたって提供され、それら
を約90名の専任教員と500名の非常勤の先生（その
多くは実務家やビジネス・コンサルタント）が担当し
ています。そして、多くの授業はケース・スタディを
中心にしたディスカッション形式の少人数教育を特徴
とし、アメリカのビジネス・スクールに近い教育シス
テムがとられているといってよいでしょう。また、学
生数は１学年300名で、３年間で卒業しますので900
名ということになりますが、それに外国人留学生やビ
ジネスマンを多く受け入れていることもあって、登録
学生数は現在約1400名とのことです。それでも中央
大学の１つの学部の１学年の学生数より多少多い程度
ですから、すぐに多くの学生と親密なつきあいができ
るようになるでしょう。
　このような特徴をもつ ESCP と中央大学商学部お
よび大学院商学研究科は、1982年11月に学生の交換
を中心とする国際交流協定を締結しました。その後
1987年秋に経済学部および大学院経済学研究科がこ
れに加わり、多くの学生がこの協定に基づき相互に交
流してきました。中央大学からはこれまで47名の学
生が派遣され、卒業後はその経験を活かしてさまざま
な分野で活躍していますし、ESCP からも41名の学生
が本学で学んできました。
　商学部・経済学部および大学院商学研究科・同経済
学研究科は、こうした学生の交換留学が今後も引き続
き発展するよう、2004年９月からＥＳＣＰに交換留
学生として派遣する学生を下記の要領で募集します。
EU（欧州連合）の中心国のひとつであるフランス、そ
の首都にある ESCP でさまざまな国の学生とともに専
門科目を学び、国際感覚を身につけようという意欲あ
る人はふるって応募してください。

募集要項
１．留学期間　　2004年９月から１年間
２．留学生定員　２人
３．応募資格
　　2003年度現在、経済学部・商学部の学生および
大学院経済学研究科・同商学研究科の学生
４．出願期間
　　2003年12月８日 ( 月 ) ～ 12月11日 ( 木 )（予定）
５．出願先
　経済学部生…経済学部事務室
　商学部生…商学部事務室
　大学院経済学研究科・商学研究科生…大学院事務室
６．出願書類
　(1)　国外留学願書（保証人連署）〔所定様式〕
　(2)　成績証明書
＊大学院生は学部の成績証明書も提出して下さい。
　(3)　健康診断書〔保健センター等作成〕
　　　なお、フランス語の能力を証明する書類がある
場合には、添付してください。
７．選考方法
　(1)　書類審査
　(2)　フランス語のテスト ( 発音、書き取り、読解
力　等 )
　(3)　面　接
８．選考日時
　　2003年12月13日（土）（予定）
　　（詳細は追って連絡します）
９．許可者発表　直接通知します。
備考
(1)　この制度にもとづき留学する場合は、休学する必
要はありません。ESCP で修得した単位 (crédit) は、
本学の単位に換算されます。ただし、30単位を超
えることはできません。〔大学院においては10単位
(商学研究科の博士 (後期 )課程にあっては４単位 )〕
　　留学する年度において出発時までに履修していた
科目については、帰国後も継続して履修できる制度
があります。詳細はそれぞれの事務室で相談してく
ださい。
(2)　ESCP の学費は免除されます。本学の学費は納入
しなければなりませんが、半額が免除されることも
あります。
(3)　留学許可者に対する奨学金については、中央大
学留学生奨学金（2003年度は28万円）があります。
詳細は、それぞれの事務室に問い合わせてください。
(4)　パリでの住居は ESCP の学生寮の斡旋を受けるこ
とができます。
　　詳細は、経済学部事務室、商学部事務室、大学院
事務室へ問い合わせてください。
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